


































て は Costabile（2012）255.）。 ロ ー マ 史 に か か わ る 人 物 を 近 時 相 次 い で と り あ げ た
Goldsworthy, A. （2014）もそのひとつ。アウグストゥスの関連著作から近年（1990年代以降
を中心に）の代表的なものをあげれば，Raaflaub and Toher（eds.）（1993）; Galinsky（1996）,
（2012）; Eck（2002）; Galinsky（ed.） （2005）; Kienast（2009）; Southern（2013）; Bleicken
（2015） などがある。
４　史料として彼自身が関わったとされるRES GESTAE DIVI AUGUSTI（『神皇アウグストゥ
ス業績録』＝以下RG）について，成立と展開・内容および近代以降の史料状況・学説状況等









キューラ記念碑」：碑文発見の場所や現在の調査状況等については Botteri and Fangi（2003）
84︲88.）で，さらにかつての同属州南西部ピシディア地方の都市アポッローニア（Apollonia）
から出土したギリシア語訳文の断片と，同じくピシディア地方の都市アンティオキーア
（Antiochia）から出土したラテン語文の断片とがある。研究の素地は Th. Mommsen が1865年
に上記「アンキューラ記念碑」を基にRes gestae divi Augusti 第１版を刊行したことによって
─ 31 ─











かけとなったのは Botteri（2003）261︲68. で，とくにRG 34の文言をめぐって従来さまざまに
推測されてきた問題箇所に新たな証拠を提供した。この発見を受け，Drew︲Bear et Scheid
（2005）217︲60. は，Botteri が指摘した箇所の断片（frammento Botteri）に基づき，Mommsen
にしたがって伝統的に“potitus”と補われてきた文言を“potens”と推定し直し，Scheid（2007）
において RG の全体に新たな像を示した（前後して Scheid は関連する論文を数多く著し，
Scheid（2007︲2008）621︲34. では上記３種の碑文の各々の来歴を推測，さらに Scheid（2010）
107︲21. では Weber の分析に時代背景を含めた批判的考察を行っている）。この Scheid によれ






































ひとまずRG に関して Scheid（2007）にしたがう）。RG のほかに時代的隔たりはあるものの編
年体という記述スタイルと情報に対する一定の信頼性という点から Dio Cassius, Historiae 
Romae = Ῥωμαϊκὴ Ἱστορία も中心のひとつとなる。Dio の史料をめぐっては Swan（2004）が詳
しく，またその作品の史料的価値等については Reinhold and Swan（1990）155︲73. を参照。本




















説をとくに Syme（1939）との関係で論じ，また Eder（1993）71︲122. は Mommsen 説に対す
る批判的研究の系譜を簡潔にまとめる。
７　本件に関連する内容を伝えた史料の主たるものとしては，著作者の年代順に C. Velleius 
Paterculus（ウェルレイウス：（c. 19 B. C. ～A. D. 31)）Historiae Romanae（『ローマ（小）史』）
2. 93, 2. 96, 2. 100.  L. Annaeus Seneca（小セネカ：c. 4 B. C. ～A. D. 65）De brevitate vitae
（『人生の短さについて』）4. 6 ; De Beneficiis（『善行について』）6. 32.  C. Plinius Secundus（大
プリニウス：23～79 A.D.）Naturalis Historia（『博物誌』）7. 45, 7. 249, 21. 8, 21. 9. C.（L.）
Cornelius Tacitus（タキトゥス：c. 56～c. 117 A. D.）Annales（『年代記』）1. 53, 3. 24. 3/5/6/7, 4. 
44. 4︲71 C. Suetonius Tranquillus（スウェトニウス：c. 69～130 A. D.）De Vita Caesarum
（『ローマ皇帝伝』）Augustus 64. 5 ; Tiberius 7. 10, 11. 4. 50. ほかに前掲註４であげた Dio 
Cassius（ディオ：c. 155～235 A. D.）55. 9, 11︲16. がある。これらのうちウェルレイウスは事
件とほぼ同時代に書かれた史料と見做しうる。小セネカは比較的事件から近いものの，他の
著作はいずれも自身以前の何らかの史料を基に記述されたことになろう。そこで，Galinsky
（2012）はむしろ別のギリシア人 Nicolaus of Damascus（ニコラウス・ダマスクス）を重視し
ている。これらの歴史家・年代記作者・伝記作者らは一様に社会的には高い階層に属し，元
老院での議事等，当該事件に関連する情報に直接または間接に接近しうる立場にあった。近
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８　Sen. De Ben. 6. 32. Seneca のとくに本稿の問題に関して Williams, G.（2006）。
９　法文史料のまとまったものとしては6世紀に東ローマ皇帝ユスティニアヌスが編纂したいわ
ゆるCorpus Iuris Civilis（『市民法大全』）中の Digesta（『学説彙纂』＝以下 D.）第48巻第５章：


















は拙稿「アウグストゥスの支配と家：Lex Iulia de adulteriis における殺害権の考察をてがかり
として」早稲田法学会誌49巻（1999年）269︲311.；「アウグストゥスの社会政策―Lex Iulia de 
adulteriis における告発権の検討を通じた一考察―（一）（二・完）」早稲田法学75巻４号（2000



















ウス）15と母 Atia（アティア）16との間に生まれたとされる。ところが母アティアが Gaius 
Iulius Caesar（ガイウス・ユリウス・カエサル）の姪にあたり，当時のカエサルには後継と
10　前掲註9の法学者パウルスに帰される著作に次のように刑罰に関する叙述が伝わるが（S. P. 
2. 26. 14 : ＂Adulterii convictas mulieres dimidia parte dotis et tertia parte bonorum ac 
relegatione in insulam placuit coerceri: adulteris vero viris pari in insulam relegatione 





































































ディア・プルクラ：アントニウスの妻 Fluvia（フルウィア）と前夫 Publius Claudius Pulcher
（プブリウス・クラウディウス・プルケル）との間の子）との間で成立した。続く２度目の婚
姻のときアウグストゥス自身は23歳，対するスクリボニアは彼より５歳ほど年上で，すでに
２度の執政官級の者との婚姻経験があったとされる（夫に P. Cornelius Scipio（プブリウス・







































































27　ユリアについてはとくに Fantham（2006），一族の中での彼女の位置づけ等について Wood 
（1999）, 27︲74.，事件との関係ではほかに Severy（2011）180︲184. を参照。








30　リウィアの父は App. Claudius Plucher（アッピウス・クラウディウス・プルケル）（養子と





































33　Tac. Ann. 1.  3, 10. Suet. Aug. 63.  1; Tib. 15.  2. Dio 53.  30.  2, 33.  4, 54.  6.  5, 18.  1, 55.  10.  
6︲10. Vell. 2.  93.  1︲2, 102.
34　史料にはアウグストゥスが神官たちに依頼をして自らの婚姻の正当性を確保しようとした
様子が伝わる（Tac. Ann. 1. 10. 5. Dio 49. 44. 1 ︲ 2.）。
35　アウグストゥスはクレオパトラを生きたまま捕らえローマへ連れ帰るつもりであったよう
にも推測されるが定かでない。いずれにせよこの目論見は彼女の自害で達成されず，クレオ
パトラの死については Horatius Odes 1. 37. にも語られている。
36　Scheid（2007︲2008）634. では，紀元前27年以降“me principe”という表現が頻出するとこ
ろからアウグストゥス自身がこの表現を好んだと推測し，その意味を探る。
37　RG 34. 1：“In consulatu sexto et septimo, postquam bella civilia exstinxeram, per 
consensum universorum potens rerum omnium, rem publicam ex mea potestate in senatus 












38　RG 34. 1でとくに“rem publicam…transtuli”が何を意味するかについては，近年知られるよう
になった現大英博物館蔵の紀元前28年に現トルコ共和国エフェススで鋳造されたとみられるアウ




実質的な支配の状況であったということに（Dio 53. 1. 1, 2. 5.）。前掲註４を参照。
39　RG 34. 2には“Post id tempus auctoritate omnibus praestiti, potestatis autem nihilo amplius 









の見解が示されてきた。これは Mommsen 批判の系譜のなかから登場し，早くも Heuss（1944）


































































































































54　これに関連して Scheid（2007︲8）632︲36. はRG をもってアウグストゥスが自らの支配の形






































グリッパはカエサルの軍隊でも自らの力量を示し（Vell. 2. 79. 1. Dio 54. 29. もその力を軍事
面に限らず賞賛する），アウグストゥスと出会ってのちは彼の補佐に徹して信任を得ていっ
たものだろう（Galinsky（2012）115︲122.）。一方にはマルケッルスとアグリッパの相克につい
て伝える史料も多くあり（Vell. 2. 93. 2. Plin. N. H. 7. 149. Dio 53. 32.），アグリッパをとくに
とりあげた近時の著作としては Powell（2015）がある。
─ 45 ─






























後見に頼んだ（Dio 48. 44. 5.）とすれば十分に推測できる状況だろう。





























彼の最初の妻 Caecilia Pomponia Attica（カエキリア・ポンポニア・アッティカ：Cicero の
友人 Atticus（アッティクス）の娘か）との間に生まれた娘と推測される。ティベリウスとの




67　Tac. Tib.  10. Vell. 2. 99. Dio 55. 9. ローマへの復帰は紀元２年にやっと果たされる。
68　ローマでは成立した立法に提案者の名がつけられるのが一般的で，ユリウス法という呼称
はユリウス氏族の人間（ここではアウグストゥス）が提案し制定されたことを示唆している。




















69　婚姻階層法には当初から批判も多く（Sue. Aug. 34. 1︲2.），紀元９年に Lex Papia Poppaea
（パピウス・ポッパエウス法）として改定された。両立法はのちに Lex Iulia et Papia の名で
呼ばれることになるが，Mette -dittmann（1991）131︲135. には法律をめぐる研究学説史が端
的にまとめられ，ほかに McGinn（2003）70︲139. を参照。
70　D. 48. 5. 13（12）：“Haec verba legis "ne quis posthac stuprum adulterium facito sciens 








Iulia de iudiciorum publicorum「公訴訟にかんするユリウス法」：紀元前17年の成立か）は存



























































範囲を超えて82，ついにアウグストゥスは（Sen. De Ben. 6. 32）83“Haec tam vindicanda 
principi quam tacenda, quia quarundam rerum turpitudo etiam ad vindicantem redit, 













81　RG 35で紀元前２年２月には“senatus et equester ordo populusque Romanus universus 
appellavit me patrem patriae（元老院および騎士たちおよびローマ市民たちが私に pater 




82　Dio 55. 9. 11︲16. 
83　Seneca は続けてユリアらが Marsyas の銅像に集う様子を伝えるが，同じ著者の別の書
Sen. De Brev.  4. 5. でも示されるように，この像が伝統的に「自由（liberta）」の概念を体現し







のだろうか84。別の史料には（Sue. Aug. 64. 5）“Nam C. Lucique casu non adeo fractus, 
de filia absens ac libello per quaestorem recitato notum senatui fecit abstinuitque con-









ドス島に隠棲中のティベリウスについて（Sue. Tib.  11. 4）“Comperit deinde Iuliam uxo-
rem ob libidines atque adulteria damnatam repudiumque ei suo nomine ex auctoritate 
Augusti remissum（その後，〔ティベリウスは〕妻ユリアが放蕩と姦通により罰され，そ
うして離婚〔にかかる離縁状86〕が自身〔ティベリウス〕の名において，アウグストゥス
84　Dio 55. 10. 14：“τóτε δ’ ουν μαθὼν τὰ πραττόμενα τοσούτῳ θυμῷ ἐχρήσατο ὥστε μηδ᾽ οἴκοι αὐτὰ 
κατασχεῖν ἀλλὰ καὶ τῇ γερουσίᾳ κοινῶσαι.（この期に及んで，〔アウグストゥスは〕何が行われて
いたかを知ると，彼の怒りはすさまじく，それを自らのうちにとどめることはできず，元老
院にそれを伝えた）”とし，“τῇ γερουσίᾳ κοινῶσαι” すなわち Dio もまた少なくとも元老院と情
報を共有した旨の発言を残している。
85　ここに引いた箇所に続けてユリアの解放奴隷 Phoebe（ホエベ）が行為を恥じて自ら首を
吊って死んだことが述べられ，アウグストゥスが“maluisse se ait Phoebes patrem fuisse（自









手続きを導入したとも推測されており（D. 24. 2. 9.），ここでは離婚の意思およびその事実を
表明する手段として「離縁状」の訳をひとまず充てた。
─ 51 ─

















いても複数の史料が述べている90。まずユリア本人については（Tac. Ann. 1. 53）“Iulia…, 
ob impudicitiam olim a patre Augusto Pandateria insula…clausa（ユリアは…不貞行為の
ため，父アウグストゥスによってかつてパンダタリア島91に…幽閉された）”とあり，ユ
リアは孤島への幽閉というかたちで処罰されたことがわかる。さらにこの史料には“a 
87　Sue. Tib.  11. 4：“quamquam laetus nuntio, tamen officii duxit, quantum in se esset, 








ては柴田光蔵「SENATUS POPULUSQUE ROMANUS －ローマ元首政時代における刑事裁
判作用の諸類型（１）～（３）」『法学論叢』69⊖1（1961）, 70⊖1（1961）, 70⊖2（1961）は前記史料
などを基に刑事裁判の様子を再現する。

















92　Cohen（2008）21. 前述の Sen. De Ben. 6. 32. でアウグストゥスは処理が密室でなされた印象
を与えることを嫌ったもので，自身による処罰そのものを否定したとまではいえないだろう。
93　Sen. De Ben. 6. 32. 1：“Divus Augustus filiam ultra impudicitiae maledictum impudicam 
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れたものか検討しなければならない。だがはじめに注意すべきは（Dio 55. 10. 15.）“τῶν 






に続けて（Vell. 2. 100.）“Tum Iulus Antonius, singulare exemplum clementiae Caesaris, 
violator eius domus, ipse sceleris a se commissi ultor fuit．…Quintiusque Crispinus, sin-
gularem nequitiam supercilio truci protegens, et Appius Claudius et Sempronius 
Gracchus ac Scipio aliique minoris nominis utriusque ordinis viri, quas cuiuslibet uxore 















まで就任した。本文で引用した Dio や Velleius の叙述に Plin. N.H. 7. 149. を加えたとしても，
Bauman（2002）41︲42. が指摘するように（Tac. Ann. 4. 44.）“Iullo Antonio ob adulterium 
Iuliae morte punito（ユッルス・アントニウスはユリアとの姦通のかどで処罰された）”を根
拠として直ちにアントニウスの息子たる彼がアウグストゥスへの復讐を企み，ユリアとの姦
通事件が不敬罪（maiestas）を構成するとされたうえで lex iulia de maiestate に基づく罰を受
け死刑が執行されたと結論することまでは難しいのではないか。また当該陰謀にユリアが加
担したとの確証まで得られるものではなかろう（Swan（2004）108︲09.）。





史料には（Dio 55. 10. 15.）“οἱ δὲ λοιποὶ ἐς νήσους ὑπερωρίσθησαν（残りの者たちは島へ〔送
られ〕処分された）” とあり，そうであれば問題の法律に刑罰としての“relegatio（島送
り）”が定められていたことになるだろう98。けれども一方でこうした関係者への処遇に
関し，また別の史料は（Tac. Ann. 3. 24. 3.）“adulterosque earum morte aut fuga punivit. 
nam culpam inter viros ac feminas vulgatam gravi nomine laesarum religionum ac viola-














行使しうる命令権（imperium consulare ／ proconsulare）とが存在していた100。しかしこ
のいずれからも裁判権（jurisdictio）を直ちに導くのは難しい101。するとむしろこのとき
97　Bauman（1967）202, （2002）41; Swan（2004）109 ; Severy（2011）181. はいずれもユリアもま
た姦通法に基づく刑罰（relegatio）によって処分されたとみる。
98　処罰された関係者のなかでもグラックスについては場所がアフリカ沿岸の Cercina（ケル
キナ）島と特定されている（Tac. Ann. 1. 53. 4︲9.）。尚，本文に引いた直前の箇所で Dio は
“ἀπέθανε μετ᾽ ἄλλων τινῶν ἐπιφανῶν ἀνδρῶν” と，ユッルスのほかに複数の名誉ある人々が死ん
だと伝えるが，この叙述での Dio の混乱については Swan（2004）110. が指摘し，あくまで直
接死亡したのはユッルスただ１名であろう。
99　Cohen（2008）212. 註98のグラックスのケルキナ島への送致について Tac. Ann. 4. 13. 3. は，
父親に伴われた彼の幼い息子がローマのエリート層との接触を妨げられ，教育の機会を奪わ
れたとアウグストゥスの処置に批判的な論調で伝えている。グラックスは14年後のティベリ
ウスの治世下で殺害されたが，背景は Tac. Ann. 1. 53.。
─ 55 ─



































































107　Vell. 2. 100. 前掲註10（S. P.  2. 26. 14.）
108　紙幅の関係もあり、ここではローマ刑事法史のなかに当該事件や処罰を位置づけて論ず
るまではできなかった。ローマの刑罰史に関する一般概説書として Robinson（1995）１︲11, 
（2012）179︲97. など。特に本稿で扱った問題については Kelly（2006）が“A History of Exile”
のタイトル通り詳細な単行書を著している。また“exile”に関連する論文として近年 Cohen
─ 57 ─
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